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時ム東坂

平成12年6月に施行された衆議院議員総選挙までに国会が精神的E苦闘によって

投票所に行くことが困難な者の選挙権行使の機会を確保するための立法措置を

執らなかったことは国家賠償涼1条 i項の適用よ違法では者いとされた事例

最州五R-'I')ι18年 7)J n r:第一小法主主判決

(平17 オi22口 同{受 290、f員百R在約詰ふ$il:

j';j 01時:111016号11点、判例タイ i ス 122:~号:35 tl 

[事実;

以告 l以 Fi X J; 玉、古吉村発注i~ìf]'i及び不安神託症ド，[ 打、地ん奇治吋、か

らM的障士につし A て三重度と iリ定されて療育，i;Rの父1"-;+-を 217ていたが、家庭ゾ]

に引きこもるようになり、タト出)t"t"1t:}，八の姿か見る乙升(十、ヵ硬ib!:1身電力きが著

1-， ¥ :司昨 lご主。な」 ωヌ工状がミ i れるため、:主'1'''"の九一.~ ': ~役忠所に行くこ::"y;，t主め

て国主苧な状践であ~) Iづ

とこ右で、公~~lì~号lr-j-主 19，たど及で l士、イ ~t~主 Lil!制度カTEllめられているが、その抗

日ν[よ との梓 (~':~~I}~→吾7，-福Ìli:il， 4 去とに!ιとする身 !l 持寄折、戦傷病J片手寺山Jま護法

立法 ;;;;.に#~定する戦傷制者、 jr;tiH1~)!，!(~J、 7 条、 I ;JJ，に起定すゐ要介護者であるもの

で、政令でだめる{i-) (:.JU疋されていと J X I止、 I主モュ投票制度を手IJf:iしととドっ&1:'

4下に安施された地方公共巨体の長の濯や、衆ぷ1.礼ぷ員総涜子、こJ定:ll、ν ょうと J た

が、公職j主主計l、49条2J8;])可剖 t-J~~j'叡とはないため、主権せ戸ずる令得主力沿うた!日

1:;'持者にiでする替政権保悼とその:だ忠についてはもJl崎紅代ノ、ンデ Jキヤノ

ブ拝もりへたちの主主民権伝子-9:(J)現状(】 11ぺ 法セミ:i44--;:;パ良、:f1J543-~5-tì:)

ー ~.Û、 3:， 6.33(;)2;;引〕



:'~I人判l7jf;:汗芯

そご"CX~，主、 1-1 会カ人 l肝不ll9干に公 t霊法を i:$C; _ 1_" '¥、郵便投'"、でl乏しつ打ノ，ijを

r!J {j:c;'と~ ~ーしカ liZめなかったここ、及びその後この制肢の対象:行をぜ、允する ι誌

をf二わな1PっIこζ 、|勺悶が町市'1:正の対象者を拡充ずるい、it案全戸司:Jに促H'rし
なかったこ炉がし"，"れも出家比!む[肘 忌法であるト主張して、回(以 l'C v:) 

lこ対して訴え丈 そμ に対し、 Y仰"立、週土に実施されたと宅紋Lil!制!支円安柿

同カら込てち、在己~l:票制円[:l選挙の不Ll:.1::訴TEしやすべ、選挙グ)公lを確保

9;::) /"めい主主JZZZ有資倍音ふ烹定γ ふこ弁には合理性があωな〈レシ反論L
L 

/ニ

X(l)請求;こ対し、 審 1大|辺地1右手，"，1:.チf2見10[r') !立、以下のふうな下j

h:存:じた

本不:t~;'ri; ィ、作為 ~J ウl'J、内容が;!:::d、の .;:;(自J丈i_;;，:皇民しといる局台}同視

しう o よ与な子平易に什、)ELi;'}こい例外的心:l:J'j合にのみ、 i主法と4ごる。

ヲベこのjチモミ長人にとろ h リ'f'i，，:;;そ限り、特別心開iUなく、白山かう存主')，こ炭

司会tit~.行千7.:i--るごとができノゴ投票illlJr:i?ーが忠ι去の ffi 首\"~J最も Eく迎合すゐ X刀、

HJ~.)るように、現行の在1:;投票制 pえは、 7三;)の趣旨に n，J. tcZ，"j" ij も完全

ならの}は訴められ寸、その;r，;-w.の折、7てや投手~}J;:去の簡略!tなどの);'1何でり改

-~Jコがl叫られて扶るべ主ものである

L かじ、主主i!ミ 7条 fよ、選;!j~(-:: 院 d る事及。〉巨体的yえ定ヰ辰巳リとしてい;~U\{;X:

量二ゆだねるj主旨であるとwさZしる、 ι 記のようい、 彼自古 川象的l一、国会

が打 'f:なぞ可制Usまを拡充'jるJJi白]での、Cl去をな寸二とか期利されると Lても、ょ芝

挙の汗，:1'公ilのliH与の観点から、どのように右記投票制反を設計するかなど

のは体的伏7E~土、オ:?の J主孟に vpどねられとしると停Jするべきである l

L /:~が J て、 X 1;:'三張 r も if-Hiを最八1長考t\~-~ し九し L 、も、本子;:iLú、イ、作為

。)'千日j、つず害法<7) ''';¥;白J丈Ii¥'こ注反寸るりと，，;係な零%に沼ノiしがたu、例外的場

合:こは該三~しない。止法につい、 l{':!有のほ "Jぇ乙有する :'1会の ú~ i:t 木作為:こっ与、

l 之のどお n 同家日2T~~:i夫 1 ，;j':.; 1 ::ti Iの適用|違法性宇品定7ゐこに刀できない

ものであるJ}.'c、清光(r:;な;立法十tt術1it~ (過ぎな 1" 法案提Hi1在をもーするにとど
まる:}-j間の法J綻ぶt!ê ，~，につ， ，ても、 1，，]条Jζの活用:-，;主法性を高だする余地は公

同 本刊のJ訟のが主主に勺いては、 ト[I[操ほか 1';リ批.1 1:2-t~ミ 626号30 良

ー判時1821号目立。 審ふJi!:oIてついての芹;Yi(e ては、常本l協同 Ij.lJj化 ジコ

') 1出>9i}24友、長伝0-----:辛'J1l1:J ;:;;均月杭49巻臼 7}2'::12只がある l

二日誌S8(円 :l~D)2299 ~'!4只 1
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し、

一審は上記のように述べ、 Xの請求を宰!;Dした}原審(大阪商判半tQI6年9

H 16日(半IJ作集未守中主))も、 審判決とはほ同局の判断を卜 Lた〕これに対し、

Xが上告したのが本件である{

[法廷意見]

同会議員のウi1、過干l!における行動が個別の同氏に対L-C負う職務卜のJ、出fR

務に違背した場合、国会議員の止法行為えは止法不作為は困家賠償法 1条 1項

の適用卜違i1、となる。当該守口、の内容又は_，，-iJ、小作為がttW、の規定に違反する

ものであるとしても、直ちに違法の評価を受けるものではなしU しかし、立法

の内容又はす11、イ、作為が同氏に'r0;;)、ト保障されている権利を違i1、に侵害するも

のであることが明山な場合や、国民に世法上旬、障されている権利行伎の際会を

確保ずるために所要のす1J、t位置を執ることが必要小吋欠であり、それが明杓で

あるにもかかわらず、回会が辻当な理円1なくkP?にわたってこれを怠る場合な

どには、例外的に、同会議員のす1):1";-:;九又はウi1、不作為は、同家賠償11、1条 1

項的規定の適肘上、違法となる

窓法における選挙栓保障の趣旨にかんがみれば、国民の選挙権のわ使を制限

することは原口IJとして許されず、凶には、凶民が選挙権を行使することができ

ない場合、そのような制限をすることなしには選挙の公正の確保に留Eしつつ

選挙権の行使を認めることが事実上不可能ないし持しく休|雅であると認められ

るときでない限り、国民の選挙権の1"J伎を可能にするための!肝要の枯肖を執る

べき責務があるというべきである。新仰的原凶による投県同雅占は多種多織で

あり、身休障害者、要介議者などと状泌が異なる j したがヮて、精神的原凶に

よるJ支出体|難者は、身体障会者のように、既存の公的な制度によって投;l!所に

1Jくことの困雑件に結びi寸くような判疋をそけているものではなしh しかも、

身体開3者の選挙権の行使については長期にわたって同会でぶ必が続けられて

きたが、よ青神的伸、凶による投票困難者の選挙権のわ伎については、国会でほと

んと議JUされたことがなく、また、 4なくとも本件各選今、以前に、精神的原岡

による投票困推計に係る投票制度の刻、允が国会で立法認題として取上げられる

契機があったとは認められないコ

以上によれば、精神l河原凶による投票困難計の選挙権れ使の機会を確保する

ための1r.iJ、措世については、今後阿会において十分な検討がされるべきもので

[249J 北法:18¥6・:;28)2898 
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あるが、本n17法不作為にワいて、同氏に憲法!保障されている権利行慢の機
会を確保するために!肝誕の立法措間を執ることが必安不可欠であり、それが明

内であるにもかかわら f、阿会がif当な理由なく長期にわたってこれを怠る場

合などに当たるということはできないから、本件立法不作為は、困家~i!d世法 1

条]J且の適用|、違法の評併を受けるものではない。

[泉補足意見]

世法は、国民に，¥JL、骨通かっ、ドミ字の選挙権を保障している 3 選挙1権程は2実羽E羽|際話

に行{使直Lうることができなけれlば工l加帆t意叫

特別な負机な〈選挙梓をf行丁{史しうるような制慶を構築することが世法の抱旨に

かなう

公職選挙法49条2項は、障有益基本法2条所定の障午首長、介辺保険法7条3

項所定の要介識者であって、iJ:，行・外I引が極的て囚離な者 般を、郵便等によ

る不存長投票の適肘対象とはしておらず、世法の趣旨にかなうものとはいいが

たい函を有している。JJ-4i-.外「いIが極めて困難な防害者又は要介f著者に対して、

投県所や不許話投京管理長の管理寸る投京μ己載場所における投黙しか認めない

ことは、ナト支卜その選挙権のid史を制限tるに等L¥， l"

選挙制度の設百|に当たり、選今、椿の行使を保障しつつ選挙の公1卜的体保を|叫

るべき εあヮて、国民の選挙権のわ使を制限することは原則としと許されず、

選挙権の行使を制限寸るためには、そのような制限をすることなしには選挙の

公正を確保しつつ選挙権のわ使を認めることが事実卜不可能ないし著しく囚射

であるとd、められる事由がなければならない。

投票所において投票をわうことが困難かどうかは、医師の診断書、材育手帳、

精神障告者保健{百七|千帳などの併用によって認定がWJ能である。 l，eG'l認定が

簡単ではないという程度のことでは前記の選挙の公止を確保しつつ選挙権のqJ

f更を認めることが事実!ギWJ能ないし若しく川勝であると認められる事由があ

るとは到底いうことができないけ

J士山"所において投日を行うことが極的て州事件な状態にある伝宅障会者に対し

て、郵便等による不在者投票をわうことを認め F、在宅のまま投票をよること

ができるその他のh法も謂じていない公職選挙法は、憲法の平等な選挙権の保

障の安水に反する状態にある{

北法58(fi. 327) 289i [250] 
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[評釈j

ます、 J己l見の名論告簡潔に主べる 亭弐[;1:~ょ、対~1; 料相;J明論を前ほとする限

り、結~，I'li こそヤむ~待ないものの、 4 ヱ JlJzO)理由 1': i [1"ついては 部疑問が残

るパルス fでは、上主の上うとt-.!工場から、 1 臣家川償法グ).1羊法判別f、 ワ J主主詮

権の保障、 3

1すを加 る

京消足意見、 4 本判1i去の弁和それぞれについt畑を í~って検

国家賠償法の違法判断

1-1 立法行為の圏賠違法の判断枠組み

ト1-L昭和印年最ー判から平成17年最大判へ

再会議目の'.'''，1'J、行為が1':家法治，J、(Jよ下、 l同日吉」 ζ 当時 1手1，立の宣;n

上j主1さとなるかどうかに'ヲ("，，(、リ デイングメr スである長一色出割引午11

月21C i ¥以下、「町内，:60年長 p，ーと有 11:;i-)でほ、 1'18合 i 長の E全信tt1-千を~-~情

lJの11'ペtU，-当たる公務員が何別O)loJ;lよ(:，7 A，J ごfdjllする1せ務 (/)法的義務，-迂

;"~-J るこ少失祝えん|で、こ~;t主かいの 1):1谷乃迅立、性の問題介同会議Rの 't;i)、1J 

為的iifj杭をい引するcさらに、 tdiJ議員グ)J，i'貴明!E(者1云51条j を校拠;二、¥.[

法グ)Jf~di山j性将全信;j，kj :~た役、 ZtJ、 0)1切討が窓辺、の 宗主的なよ百に迩Lzしぐい

。にもかかわらずι-[会があえてどす誌、.1.1去を行うといみごζ き、?寺n誌に盟、定しが
三いごζ ハな例外Jつな l名古;限って、ëSH首 1 灸~ /0の;品目 f-_}ゐJ、となると判示し
寸h， -ハ

その校、主主fι，"裁は、イi外1:1;人巡挙権ヨト，".大μ、1三事;Ji;ic" (1')，:-、 l平江主l'!年最大

和I J と吉間)にお ~， ，て、昭和(Ì~);:最 刊少維持ヲ之}とはi主/'::"つ/】も、その射作

をとた質的:':~i-J;!:，i__ ~_、国会の iL;'人;il主立i)、以(十lé についで目家始前五日J;7}J3Jlーす

る余JiJl，を壮大 v た1 このとき l'成1'7，;す最大判l立、 i円相ω年長 引:;0;山 J、し

3記長引き7号1:;1っ汽「相手:168{:最 判;二日iける文献(工、枚止にl院かないか、

判l 同の要|耳i を校在日~.-~毛も σ、としし!::;葉繋「マヶ il、 i ジ寸;) 993サ61貝、ほ出羽

てf-r;' ，;{ ?';t f'; J九といi家賠償」 γ喝する党主」守同 1'1叫，I:J~J林小年 111 I絹 i;:=Jt

{-!.::O)行政約中 小靖則先'1-，11.(古河買1(1北主主 200パイf;3:切針。
4 長人刊斗I--:':!':&:i年 9弓14!1 (只集日)考 70~~()8Tq) 

h 杉示当IljぎIlU iit， 法曹持1長58fI72号713_tlcl.ciJ殺の川崎としに試作部品嬰 l刊
此 J~~:]ジ J リ 182ij'4G;')子L jJ}出俊彦iよ、平成1."1'年?花火判jがIIH府lGO年最ー判と[u1

Wの :ζ か述べ~C'¥.、る，¥:'ごついては疑問会抱主ながらも、 ド1&174最よす'11:こお

ー ~.Û、 S:Ji.32P;)2，R仁川



:'~I人判l7jf;:汗芯

た時i務手]為主主手説については相承じたものの、 11(4ぷ-[60ザ長 事lがi世務九一品基準

;i.JGの判開i:Oi1友仁指摘 L た ，'i誌のは治1ヲ責任識 につい ζ:土百及Lなかった l

これは、|陪王DEiO叶最 半IJが不した「政治的賞作一 による日缶、謡館立f千原民IJ否定

の判不の射程を:3;('2すω品同こをおっ4 す企わ台、 Hl:f;f刊行¥)年最 刊では、政治

a0責任lO)をリ白川L、す法r;砧にへす寸るJI'I家賠出責任刀、認めよれる具体的場臼を

はとんと必主としていなかったのにメJ1， 、半.~tdiiS最J、予Ij!土、ヨ[i干:[60年最ーt:jの

不す「臥務行為基準説がが({¥L/:ものの、 O:I-;'r;，リ)1ノィ谷まず は -("ì~)/、↑1 為が同氏

}こ説法上保注されている1宇和lを注法:"A三官するものであ伝ことド明心なjE 台、

ある川は(2:1下i尽に憲法トit;怖されといる抗告JFi伎の機会を誌七三するために硲1要

の 1/j:);冷静や十人ることが必 l止不可欠T-あり、それが明 II であi.~J ~.もかかわムず、

F司会が~~な血と甘く長引にわ ぐこれを怠る場合についとは賠前責任が認

めりれると 1'U刀τLた

、y成iJ f乍ぷ六千'1仁l立、(す丘、グ〕内存が、定¥;土グ) .. ti!むな文 3に;手足している

l 止かかオフらず IcJ~，がめえて宅戸主 :~Ll去を 11'うというごとき、得~) (-~ fE.ノ三lがてこ

いよよIな例外的なJ請合 にのみ河出 1-;長 1 反!の追iJ、 t!:iJ~認められるエ判示 L

た日目前;f: (:~ (1最 叫と実質的i二郎日が異なるも引ではな v、と涜ぺりれてはいゐ

カ ド成 7年長ノ\戦が~，tj-~ した要件〈えは、|ノ;市川年最 判の厳併な要件を緩和

Lλ~ものと i受!.j-;められている誌 、IJ-l)x:17(:-.j章太刊プ'J;-rrJ+Ji.//:.!ム~1'Î-(-.':ついて、

いて、町ifu()()ノl最-tl)"ト昨襲しながらも ~;fj 他的に違法r何チ γるこ J: :両心て

きるの u ユ、「選挙λ長そのものの1; 1'史';"1]'"，やその平等に~司し亡の止法裁量:.1

fl:lの ::;U段構築C;.!馬台に lじ L'C中めど限定されると tλ うfj:~釈論 1;-" 最古およの円以

:こぶ l 、こ有 )J になったからだ、とお松 1，，'(いる (J~r'IH受忍 l 判 j;C Iジュリ 1303

む:':3肖，なお、 O{Ji'ilEG年最1"，が設じした続問な 'tt件ル緩ヘコかじが似する可

能性を不，，，日光奴約な見解ごして、 '1'付臨リ干IJlitJン ::.1) 855号お九f

'-; :I:+:P':百;判批.lU、すくiOo弓日支 なお、内務〉t博「判j)tJ 有樗ロ ジャ

プル;引刊号159-160百も、千成1711'-)最大?りが改;iT戸」青江を採点しなかったニと

を校拠に守口、裁量今限定引け'~ 1.，ると指摘すて"る

h また、 l均台などーという表現会 Jt-i~ lTt，込ゐことか九、似のど~fIチ設 ji する

円能性も否定Lていな、三とい';執J釈もさえられる

日本村琢陪， .ドJ批 J ジュ)J :_1l:3号以頁}同地旨の見肝トして、 f刊え(王、只野作

人， tl!批 ':':FH，レクト(つ∞5，¥ G ~可、新井誠 ;'~ Jlt '主主ミ61つ号77B、治ぉ・

中 2:-]民、水~J.utー l 判 ily. J ジ..J. Ij L-U:-jりR員、 'J官官克 lLT1 J 政法制~~.説 TI 有

斐問・ ~()06年; 369_~えなど「も rっとも、防相 :60年最ー刊がもじく:'/1-ニ二塁 II、;"! '~~1っ

二日誌S8(円 :l~J)229S ~'!S2J 
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111宇注目[手、川、のように m.:!到するい r"法状主;~O)道憲性が、専門的社1織的 m

休汗ミ川 恒常的にa一規約の迫J11にあたる機院ごなく、もIJ3試し得る Yまど'Fヨ1'，: 
なこと、川そて、待利行使の機会土咋十片する Jんめに {r1}、措置が必要な場f汁立、

こうした隙間引なくても対処が rrJií'~な(，:; Y-- 主主 L主，て践が長 !lh にわ l~n継従Lてい
ることが以成17年最大半]においてl詑ノiされた[引をi主i去安門であるいこの主主

半 c返品川そ i:t討したド!え11年長人判は、 i主 ::t刊と過先について、述，:t~判干'1 同i

からは :A..J: 向 ~IJê:! に温たも認d;;(，)何ザ?争等くこ，t_¥なゐ l九

また、注法七!と過失fこつい七、過失"1析がi主法判:IJ11ニミミ宮的にl廷はされてい

る要干、2)(土、 i出の小作為(1)ゴγよ、伊jぇば波書]ほmoコイ
7) なりj'白jぶした ';~fl であって、 ¥，1，，'，ヘ不作為による|哨古連¥7.;uつ持及「が相刈化、三

れf 二とを不Lているに

1-1-2 平成17年最大半IJと本判決

本判決しt、|明言逮r去、判断の枠組みにコいては、 j'-J&li i;二投I.~，!":jチ踏襲 l たや

本判決!土、平成17年最太判vこおいと示されん要1'1ろを採用し、情神的!平岡!こよ

る投単阿古L釘i土井体障1;-{;と異なり、成7干の公前な制度によっ L投手{Ni';二fく

ーとの[11矧性に品1ぴワくような判たを支けにいないため、 X{l);;握手桧わ同のた

め J 必!LJ な措泣を持、るべき ~-f寄りある 2 までは行ここ刀できず、まん、心沖、

の契機も 1'fic'審判決ま「は lん〉なかっんム L、うべきであるか九 匡会が長

沼にわたって r~~l ぜ (ì) -，"1法ti寺査を蝉，[;1していたと!しも、 i~~ な組Eがあると FU

.)、する ンドi十lよ、;、JE七j主LJ!出j出lの枠組みに---)~.、て、 F成，，主最ノ¥おとJIノ較した

l主、以|の伊τ-iOf有ヲる。

(二 段に舟拙されるほと!ii5:しくはなかっ Iこの V渇から、平成 17千~'-l走大半11 がj主

口、引を絞和t/ーし拝者Rf{)二ζJ疑問をN:;ずかげゐ見河， ζLて、ノトば'，'太 l:FJ
批j 渋料品i;乾ヨ:'，;1;>1主 6号1::/1_0.'" 
リ前111• ilj京日間 J

。刊卜 31員 、~Jui:1 Î午最j什IJが主;むと迅 "t テ~:1 ~ま ($、f内1:j足xている主が

:ごつし 1て[よ、北村相r 半:JIH:J ジムリ 1303号お豆、 l示lぬ・木村 t王手) 32民右二

も指7市する炉こλでまる

日前掲・ニt村ワE貝、 i点晴子 I 'j'UJj" 法久解説資料訟覧尽日号81ttこi;:討、絞
述のすl'1契機市は、わ以のt見市:1'盆|浪不千'1:0'2i-例における子見r，:能許 宗Il県|口!;F_~ 
可能川，こいつ iムf こ基本的な 5~~出が号{散しと ν 三と tiわれる

ー ~.Û、 S:， 6.324)'!8D~



:'~I人判l7jf;:汗芯

ド成174行足プて引では、川崎注記判断;こた行〆て泣憲山凶を iしてし、るの;こ対

[、ノヘ1牛では 1'1同近日一判断の過沼においし志h~:J:"_i ;r:忠の Jå苫を執るべき責

務ノいて判所';yl'しているのこれを乙川二うに埋骨'.>，一る/'':'';::::.かにつ Jもてはj:X

;ii-g-るが、あくまで国的進法判断的混在に品川、てな渇した担IJ['.:;::-;::'あり、 ltri主fヲ

な憲法判断ではないと抗λたノりが高切である。本判決も、 IIHλ]60~ド艮 千IJj.j来

(1) 1/ 詰 hlt のスÆ:ity の問胞とげ位、内討の達也怜仰向砲や;入分寸る弘士長を将;-~i 1 ___ 

てよ'3¥)、伐者について:.，'-佳子又悦れられなかう汗介担えるべきである 平成17年

長九判が、「まず;主体内j主主長l汁を判断したよで、つ主にそのー閉じ 'fl..~ 芋を判

断する l という、段階的な~{ìJf!~.7Jl1え f草原した二とを可平和1Iするウ J封Lか lヮみ

れば、位以判断IJ'斗EF迂i.t汁湘i0)過拝に ~li!f 亡し王った"，j，.: fl 工は、;&，判所は不

j自当な判断方iJ.、をJ需用しfκ批判されるこ" ，こなゐであろう"

本判決l土、立法不作為(こiチhrφ恒陥没法'fLll"iに対 Lて、どωようなヨ;饗を与

支たのか。干成11年当月14C以降、本rJ決が下されるまご、ゥμム作為;こ対す

ペヲいJ~1'i j~主法仁関する、「;品17牛最λ判JOJ 'i' J示部土、を d[;I:Jしている h 級評判OCf土、

いくうかイチイ土宇る;'i しかし、要刊(t"、要イたぺ51，'て判断していゐわけ刊

はない、例えl工、大阪飢判'1'c!i'18イ12 1 J J : 1 ，Cにおl'て;土、日白羽 60"1最 ;':iと

'1成L年最大f'J，:'並タドJ て:!:}lJ l、当該す、手J九がt古iLc;一義':守な丈百に述;え

ずる場1:'i-C，:よないと、 llufJらのイ|最 判を色J主vλ、表現制!iいている こ0)上、!

;、平成"字最X刊以後、立yl、不刊 λ)(，.:tyすz~Rti;皐íJ、判断いつ" 'て、 F級替

の動向子火J疋していなか lたとマえる。治相jf、τ最 出をうl財官ず、、i成17イ|
詰 j，'~:lが '1、した要件コノl を f';'lノト~:~にほ rn した五判決は、今後円守iJ、大("1;むをめく

引:t]~主i主どと tlitbrl c ついて、、|つえ 17-': 最大刊か示したトl賠述;:-};'k 作ル]-;-]'.;'， ，~)と L

ム。 t-JIj-f国・山本:1:1':九、

，1、成17{I最大判と奴似の ;'UUJf Jh主を上~:、た事例こしては、事:àttl1， 'r司、"成 1'1

苧II月こさヨ{干]タ1E4号93Ff;'を挙げる下とがで主るいこれは、白書がで主な

い結束、昨日間投票 I1出没ふ利いJできなかノア二八 LS 患省が\，'-iぶ不↑ f 1:t O):王 Irt~ 町長

を干，;lt:..UI;併である この千;;~-えでは、公選法が追憲判あるとァ]析さ才 λ二占に

つき、「回以法上の主主iU'は'!J:]('::'、独立して、主法判附を Jっていω(苦手n未
帆:f'iilt:判例 hレ/々 ト (2003; 臼tu と""，1:荷されている。

1 大I;!;i，;{g手:H'，成主年1月2()日 l宇IJタ122;-)~~.!-)り円u なと

ムG 1'1;111'19:-，2守127九i

二日誌S8(円 :l~3) 22~J:l ~'!S4J 
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うえノナ ンを庁{じたと~'>う意味を古するコ J't!より、今段、す法をめぐる

1:J;;n;\~'任が問主きとなる場合に、 ヂ bxTi 年最大半IJが先叫と、 'ii~ ~rt ~れる l叩， " 

にある f いうべきであるから、{/;:土不作為にiすする阿賠i主法'k作が法fCされt

向、及 Ty'ii.Hてイ、汁てように対 f る~)(，，，主主 j去の特抗怜がノト1討にき 1した"についても、

:1日系]ω年長 平]グ〉作つ意味は、従来」りも小さくなるだ人うコ

本判決l土、 J"，bX:l i年最 I.~ 'i' :J 1; qTt -iJ、 1. た 1:.Jl:t迅 il~"止イヰイト先例Jとしとノ台させた

さ、味?右すとが、官|時に、同日吉注u要件0:1 たの便ぃ分けについごも、平成17

平長人IIIとH様に、吉/えしてt'士~ ¥ ~~{ fri (~:'は、熊本ハンて/病 J-Ef:苓 汗"，!，，，

:~:"を、要件おは ~i.~ 主主月J 慰安婦訴了什{~ 審 :'Ji士一りを ;~~~!i に置い、いると J われ

ているみ ;:~n:f\i土、判心、のように、リ;，t 内咋仁川する ~-.l~;':迂氏 、 r~;:.-1.:，:不作為

( :対 t;~~二百進})、 l ち:~) ;，:も;nν之こ正ができる叫 也写、要{γ 土町その六三尾

から;U!~停できるように、立法不作為について同いられる民防法法'~;:.刊であるに

すu、ボ作品きについ、争われた本判決が、要件グと要中どJ(つ Nl~' ";アけについ(守与

l 百泣する二となく、}~~1': (~，; lS' ，J: ::J したとにつ'.'ては、品~fI〆l\\ ，- ';，t:当するか

否かの判断も、立然メミ可欠土 J，1干 r いわざるをえない川 2いう指摘もある:三

7 本間 i~ が、された f去に、成 17 年長九判の匹以i主法に到する判ドJ を引用した

ト級審判決とし U立、，，7t--ffl;拍子~i-'I:.; Jf>t 19T 2 J.l23日(干')例長未伝説;かある〔

の判決では、 1珂ノj、{:(Jにヰ成j'，年最大判の枠組みに従ハて ν る

。笠井 芝山 i';:' 1[ I [i吊十年;了行此事件訴訟法. I -t..['tz~，?償法〔会会 IJ1元]

許論社戸川6{'.) 只41頁[芝池執筆]、

リ?本

9な之本地;リド成 3f:二日日11: 1 (判昨174只号3tH'引に

自1 ~~;:::J地下河川1 、!成10年 4 月'2lC 利時1642号沿頁九

ジ巧-d-Rょ告 l 判ι 」斗E下 ~)í'L り 1リ長半IJ ，十 EJ;-l? うj-lí6.t=t J

J、fA集S5{btì 号 15~) 臼も、官v-宇ノむが司釜π:~t{~:緑訴訟泌

ると指抗する(

~2 I~\*本武 l 日 IJ[ ，対商1:36卦 i号 101r; 

什F守山も， I判批JH 
審千;Jl)~ 三預 {JJ してい

μ 以内、におしゐご、要件::(¥と要件引をどのよ 'J~こ使い分けるのかについて l珂"

fるべきかどうかという問:igは日uとして、 4刑Ji)~" よ'，:-~1lU やi!jし" ~~'も刊jc:;ずる

ことができとt思われる事業であり、 tr_it/f、作f々が午われる場介、要件ちと!嘉
}/(l)上うにf古い分けハれるのかはノきりしない いう問題l土依伏Fしで

残る υ 以 fl:(~;o) ノJ が~: L-)具体的な事↑j:j;二却したキぞかな判断が可能だから用いた

という抑院もETF127ゴノ}¥断百できないり 小守で;よ e 捜し )j'-:'了がはッ去りしなし

としミう阿込与が予えると v-")m;時にとどめるわ

ー ~.Û、 3:， 6.322)28:>2



:'~I人判l7jf;:汗芯

国賠違法判断の位置づけについて

本判決lよ、 nt，U)近法河北:1断枠組みをノメヲた校、清神，'，e:"ILIによる投票四肢

者は、その精神的原売が多位多泳ごその村、殺が医~8~ではなく、北{半(二将Z が

ある7ずのように、 刷古存ニの〆う去rぺ巧ミぷゴ:'i'~ な出削lリj皮によ ノごf投Z票!川U訂山「行hいくこト Cの勺i'lヨ雑ι怜門昨Iに結7

つくよう士判判lに?氾Eを交:十1し2るわ;け十で;まなし、とj丹汚イ椛比 tるい

このやIj'F(l)珂市については、山いJ出違法t'l阿の過程のーっと大える兄炉、4と、

D: 公J:t: ì1ilノ~l~U;4q交日〕買につい cf守722 附 ç: 1いていむ J捉える見角It_:~';一分かれ

1-2 

\~\ゐる一

入'{l)見解によれ!工、平成l?午長大下りでは 1r町岩山トりょ主位、性;-J:!Iiの前(ここれ

とは狛， 1 して公ifrj"tO);~ i'.t地 {'(fi:fIJ fS;~ 7){'{了われたが、 "~"fljiJと℃は、 clK土法仁グ〉

違法r工事j闘のみが行わ才、 般山(.~ _-;~Î1J_、のw為・小作為刀工j主主かさかが千1)，1，甘さ

れているわけではない -t心:わ旬、この見fl，立i，:::_vJ却した馬台、上記の河同I-(土、

l'一日告 j~ú、要件の当、 Jまめに珂する判断となる c 本'F;jiえは、う公国u芳三口、49条2;只
(i) jJt'企 '["Iql)術する k二となノ、身体的原討によゐ投票 ~j難省とは兵なりも精引l'

的y車内ιよる投票ヨ難者の認定が匝雑である以下 は、所要の鉛置を執るこ土が

明心どは戸えな"'、あるいは、そのt1!ii5を執らないニとにつし iて、 l 当な1型白

カないとは言えないと判断しにいるごとになる J ごの立L弱小人、ノ、判決に対し

ごは、公1先送ノf、法的主主之:唄(， -~ ，~する霊法t断が I hj~p'法 1 01違法ぉ断の背子誌に

ffL oア h 方し亡いゐ 2~ とし I う批判が: ~jJ けりiL Z)"

l引のJf，j台、 J己の 1T不は、凶，~-~，; __ :t法判断のJ~昭において不された 1T断ではな

~'1 細川川 ;-JU，ジュリ 1332せに)員?また、']:i!f珂ヰ割iJt2お.，メによる本

判?J!::の2芝陣て l士、当該半IJ7J;:I~:~公!立本件 /Li::! 不作為:，，-;}1する|引先，違法*':同;の つ

土:¥'r還っけつバして""るr この点にっさ、 H井大机l止、 1'"和(i(〆l段 引を、 ¥'l;J、

ト河口が述たであ川、その宇:)闘を司μ、l付が沢明 Fるに泊して v るならば、匡日踏泊J仏j人、
4涜渋}寸寸一るとし，0う
玄馬見副.1は土、さ;1、山手)二、の足立執性(=二走法判断l-mみJ!必要件) が){:)な v 、と ~:I断

したとめ、注話可拘「え表;ご山さなかったと在市1 ゐ口青井jょ帆

介同家mH~方法 \~rd丸、作品の違法一を'1'う )Jit として 」信州メ、了;1;了前集 9号

!っ9-J :_~つ烹伏りOí年 J

前十~. 小キキ18C-101目、

出前相'lffi)，1.9貞

~ò7 円七

~'!s61 l
よ、)y
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く、;室 !j:':'の公， 1 を出iYするためいイ完投~'，';-tj 資格者を身体障;士者に :JU~" 合るす

7iJ日声の i，';"J市内hを廿む といるflJIf;iであると時Fイヲる J こグj .'l :7，易に ~d↓;1た鳩

f¥長補足音見は、法廷:d比三はザモなり、選ゲーの公7巨を?辞iレLする frどがr:江す
る以上!土迅辺~:-(勺あωr述べて 1._，;，;:，シ即-(:，11'-する 上 Jつ、この立.i:g-:土、根補足厄

聞を実丘[a0在反対意聞と払!え、法iL烹児;こ対しては、 l投， "1，所で投， "1，をするこ

との沼町什についどの刊にが行易でないなとの'f消が市南に山て、 i這半(1)公tI

伴保の要誌が選挙体行使の保l中に窓越“」しごいωr批判lずる

早;たしにどちらのX~0:+/j{治切なのか口私見では、ヘi心 )J~.!仰が迫1;1)乙考える f

その恨拠として。泉袖jf玄匡 (l)書き 1'1lL:こ若干H るU 泉裁e'11士は、'，'1、延玄更

に賛成ずるものではあゐがつ9J 、 'H 声」して公t改選京辻、4~)柔 2 閣の士了;:.-1.:，:汁析や

行っといる この書きIHL i士、京裁判こニ1がいJ、注意見¥，:質成しといるこ}を予す

ものであり、法廷ロヨ白を公峨還挙会'1:)条2:主の隠れた合訴判断と J~え令ごにらぱ、

泉裁判l宵 '， do. イイ I1..1 じて注意いii1iを苅へえるのごはなく、 iJ、i1Jま昇 ζ は舟wが

~なる皆 {r lli-Ji'i2するはずvしある f-l-{?，)理解ヰ採IfjL七域台 長1&ぢ卜了{よ実質的

な:えだぷ祉を梨、羊:~"J:ヲ二土町なる止め、守J 三の純刊を超えること L なる)よっ

て、 1 ， \1がよ民切と-~-える。法廷景~"(/)~令却を tffi :~:[ÍJ めるこ?と戦;茸宇法!lD条 2 J克は

合志乙なる可能「宇が'--:"哨¥達志と|日始返lilょI，JI;み;冗の間鵠Cあるからも iHf

さ:えは、公校選-'t"法ゅ条乙ご点σ)子;退位の汁li山予ついて、直J1に7マ花 νて，'るわけ

ではない浪裁判IJ'G(手、公裁選挙しl、約去っ j互の合?守山h判 ~1~:'ついて留F呆したi1、住

烹氾に l付;J I~ て、公峨 l託手一主!':;J S4長 2J頁のj主憲ι!日を浅べたとよ型畔 j\1きで市ろう

1-3 立法契機論について

立1)、 tfj慎論b土、回tjd:j~ä、-!Z要件?\のうち、「正当なニ甲山 l の右折内4'!J:+Ijに河わ

る g-r~)j'-"C'もる「長i均裁は、精神的原171による牧洲茶会出選挙権の行使lごつい

て、?まで[J，i'告とほとんど議論きれたことがないこと、 U:l'去、J詰芦eY止める庄見

書こも本件訴訟13 審半I;i足後 h 初治て同;~(，提汁i さ j ばこと売折平l付して 精神的

京凶 t こよる投票æ駐討に係ゐ n~Î~JIJ肢の拡充が臣会でと~+~;~I~互~: 1_て取りよけ

り iLゐ契機がめったとはえ公いと J主べるご段付裁ド:;Fr;-'ni'採用するす法担ぬ山

にはtt々なJli:宇l昔、投げがけ ιコi:こしる

~t) ~íJ何?小林10~t1 
:!~) -'fl;叫194ιり44子{し

ー ~.Û、 S:， 6.32(;)28DO



:'~I人判l7jf;:汗芯

お い、将Zt}'(i)イc2ミカ j乏r)~~ていないことを辺自に、 1" 会的ぷ読しつ有 luじこを

判桁根拠と寸ること 1:千木に続問ふ投げカける見附犯である

治ーに、同会は干支極的;清十点以集 L 、判::f1:を昨itJLする役割，~iß.")ているこ y

刀、山、及判I~Î' (;1 副会の事実レベ)~の ;E=前ヴはなイ、均乾レヘ}レの認識を問題 i

3るべきだとい λ批択であるこ コ:.~立、 主LS)ι 苫-!~や1害訴訟の百三F fí~ において

表明され七見附で;二ある由、次のように説く， :"}1f(，づ議会はL'II攻l二関して、

/i~ L-C、受身の打在で h土な「、吾院は同政~査件存千'). L-Cおり L 二~V、62 :1主人

能主主的に行動でき、そ，cを j~~j'I;!J に~J: 1~史しなけがーはな九士し、のである古ら、 32 

4主杭を行使 jる F とc牛「¥を危険にさら竺;になし:" ば公らないような者の存イl

については、災品、仁ぷ誌できていなくとも、ぷ説ずべき状ι疋にあった均台}ごは、

主-riこ ;'rij; líすの取務!の l'J、凶07王子寺が発 l:~; l~ iι}見。べきであろ 1。ま亡、選ノJに

十善を1J淀でき J士いものが1" ゐここにうl，.¥"(訴さii:;笈治会かの判明を政治部門を

構成するi門会議員のEKJ誌に依存することは妥斗ではなく、口、IJ'!'ij:ーからみに

記凶内仁注注と併すべ主状態が，tkJ1きされたならば、トlた議員(i')鋭淀.;，;j，誌に関わ

ら;戸、執すゑ iのiJ、的義杭):)1主札 c" べきもの"である

dう引~，

ニタ丸 、iμ1地同の'I.併を L0.長!てしたり】か旬、 ~ (j)よ〕な見町c:I汁しでは、

'H子生dることや汀t民 l 必する以出を行うこと、マX(よ，古lむ格(革、法 u条J

人コミ;対して125することなレ、ノ与定投票ilf~; :正の拡充グ)必、き13'[:1を訴えるとい

う政治清担Jをすることは何ら初げよれていな ν、ばァりか、 山にずi':f:t占禁制度

。〉拡 Jよつ v パ♂ iつ会において審議がEねられて弐た二乙けJ:(t ムしとも、対~1l; ;:岩

子制度十において、議iT制民主二ド主主が機能し「いないこはylJ.I.長いえな d 土L、 主

$;， ζ之、政治的評1山にゆH ねるこルができな、、ポ践し-ーち十》てし¥Z;rも百え

な1，，" と， ，う反山カあるー

き自 のJifr/i.i土、う{をの!l:;:，;!、契機if#l'，フE、明ふ検l，t-1るうえ C、興味深い指摘で

伍;藤がJi1Nするように、 川A 忠者選tJ昨!，，]J 審判i!、も、不11良市ニちj虫干

ほも、」ム伝(/)専 ~1"買える出会を、積根均[情報を収集 L、問題を才とが〕て!汗決

を|叶ゐこいうイメ ン?出j1えてし、ない I叫にづl泊Lた本1'1 審ι決も PlliIiヴ

+.. :C 
町付

法l:ミ62/1号101Aっ

'1(;1:学院iJ、学G11り1市1(;0貝u

?n /多3 路 l判lliとJ

佐藤寛稔何者じ」

ロ tl;11-t 18~1-1}!Ì l 耳、
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判例研究

fちろっご佐藤が小n~~& 之3 ょっに、借 fii~.約な阿出向ヰi去の役割を読みJ、λで、 1'，1会

の注曽義務の.T':Ë J主ネト仁~.;-'るとこもさえら ì~ る 1

平成 l'~ ;;判決で;立、イL外投市'1:正を創註するdd-ラ案が事ぃjに伺fr;ニ{むh-，'~， i ~ 

-(1，、た 判11(L ているが、本件最高t~判 i-k:~士、結神河原山によゐ投票匪誰百円

l空)I;.-!1t保陪にi羽する附認が今ーまで[司会(-戸芸品されたこ ζ がなかす lたーと、"法

措苦をぷめ I<>J:~三見詰がイ、f斗J三日1、第一昨判決後 Jこ徒山主れたことを;:;l， :f:'二、立は、

現撲がなか)/"し二，2~;j-Cいる 平成17午五三大半iIでは、日間によ ωlJ共J之rH7)i:

4法f児機の認定を冷定付けたが、内|持1::ζよる 1王家紋 il~ は、 也ノ~'Úl:台宗9~i条によ

る意見書提出と;ペベしも。 1司会に対するインパクトは強， :と~，われる c とこ勺

が、ぶi1では、 ，'i)t、契-1ftがなかったというtUザふ、あく王で時系列トの向日Eこ

L -c ~及、ているハこの判手合は 時系列の問題になえ、戸口、にうえるインパク
ドのノ人きさも何日と ..c放勺ているのか沢明である口-fäに、半、 Ji*/){~之、疋 uこ

要玄、L司会C')議論・意見17提WIJがす!J;(こJJえる/ンハク Lという山において

日長契Ft~満た L ていぺすという tlJI析が官 1泣にあったならば +{!:，(-~おしぺ ~'L l't

44楼がなかっ作とし沿う判断は、あくまで時系列の問題じ過ぎないことにな令。

その渇台、山/Ä 義務がなし， J~~.)J~ニd;:i、j全日D条lよる烹r書1，jIi，U ')2まで，'-，，;:主契機を
1272する要素とi:j間つける F

こが"('， ~るため、 n、注菜の持出をすンj 茨機のElJrJ二

土日京こしf二、刊誌1iイ1:最た判と工じ¥げi)，認械の認定手終和していると理解ヲる

こともできるだろう !")fcうぷうに、立法契機JP;おしては1;1:斗が多'."!Ji、 Jド

lU i去を二のようにιえる二とかtーされば、 'I.{T:裂す?[布を;.，lt.(崩におし、て綬元11l~~ '~( 

" 'る乙三田1Hしうる、立辻、契機;前え批判する見市:こは、国会のは意義務の1";)I呈イニ

イト起す主張が背後に含まれていると忠われる刀、地}j自治;:-}:88~その意見書tttW

までも司会に 7 えぬインパクト〉いう白にお、、て、 i!jJ、問機の;EH ち，'~I なり

うるならば、|司会のi':;憲兵務が相当科度的号ft，するこ ζ になる 逆に、本1"1:'史

が1';，2，;ci::と式表はそもそもインパク、のX-:においとも、時系列のX-:においとも

\'r?)~:l;号機を[;["$たさないよいう判断rと慨すれf工、 l九Eのような解釈は緋Lいが

ろう口また、もう つの'i~:# 寸ある国会(.::' ~})ける烹論の不平手在も、〉の程度の

ぷ訓ヴ￡ればウ法事?機を認';Jーする芸誌とな与るのかについて、豆町 lj;;~; t;A-:i 

LCいなν 本有ンho)判刀、む~:ì ./ ，::ム契 :7幻ャ ~;j"-~ る裁判 ;J: 0)見貯が京Fl8ていあり、

叶松本誌II[:~ 証版寸在来凶方河 ?ÚÛ. 〆:;;;三次史丙JI以J"(学院方房 ゴイ1(1九年 ;';4::::
目、

l2fi9; ー ~.Û、 S:.6.3lS)28E 宅



:'~I人判l7jf;:汗芯

どの科区であればす云男被刀、認定されるのかは、今没。)P果忠であ。 λ。

ただ、本件仁ョついこ、最高:I&.*IJI~i が、淀川の判例に日目らして、立法支持がJ二

かつにと刊トゲ Li のも、ある梓!込[よム~'む 1H-ヰない c~: ;古わ1しみ 牛子決が依エブ~L

だとド成l7i:三号入判では、昭和町年 4月の時十、で、選挙の執行について主任を角

行内閣がての鮮民が "1 詣であることを~~:.tlt 1..: -(i~-7~P~人的遣や惇を認める法伊

をJ芝山1ていた予とふ]即111とご、 cJ，:会が1ムヨな珂11;なべ昨訟のJさ需を執るE

務在附怠いていω六認めごいる まI、悲;判決}類似の惜成長十手iEf関釜π

nよ υ 年に従1':慰久(姉刊也についての前~:tf'毛日目玉三が提

WIされこいたこと、及び{寸l'l'd長訴がヴト衣笠れてv-，たャ ζが柾111，となっごいる U

ところが、精神が~rmJ、に上 Zjfi票開株省の7iIjl告に閣する問題は、 ト百己1))例こ

は到な lj、平{守 番引tたが山るまご、口衣τ「設上連合会やf山方公杭豆仏の;長会

かりの円R，古が祝日されて("iJ:古った 之、 f可決がれさ h~SLよ正[こも、公戦選挙

i1、49条 2J巨(')j百，，+対象;こ e 将j己主け芯人など刀、かま tJないことに刊院をを唱去る

見解がいJ j'?~.~t31 て取り"， 11 ムれていな\もなし，:{~が、精科目1'1 原[!~ :よノゴ投票

田#若k~:)いてはほ 2 んど議論されていなか、ノ!:.- - i'r ;J~ Y-.::総論を i-_~~~:jて追γi、

引を認めなかった最昂款の瑚前日ド~'-èf ~主には、)\'/司とにべて、ーぷジ)事怖を珂白

に 171j、契機を認めるごとは [J[会議~にとツに町一じめるとし，'， f:j j.liがあノたと22

われる

本汗;お口ゐ立リ、契機の認定Ulしては、医会の議誌の自折、が市 l立;)、不刊

為。)，主法 :~l 日Ulllr i， とって決定的な刊!-J担iになってしまうと 1、う批出がある

i1、契機論的判断lよ、要件おのうち、国会の綿古J:~ニ対する立当な珂 }ωの有怖につ

いてのやIj[討であるが、 このよへなtutcニは、山作之、l手伝JHしんことに決った刊辿
ではないぜ能性がある、!，;!，円 iのUl，~~~ i:も百いうる:)'，自己点川〉ゼン病品市:第

審判決1れでは、淫くとも::(-itJお干の時汀において新法の違背任が問弁になった

と指摘L，jこが、 c¥[同J去との違法計年[ょ、昭和411主以降に刻i:!:-;(/)清新ほどを改挺

なかっトr+:0-~f主員の!行夫 - J)パ、↑H告に対して認めんれ P この 5イI罰のズレ奇

~'!()ol 

::;1地下関支刑lj'fbUO年 4月三';'6 判R-t1642~;J-L4 1可}
ふ宗万:一ついては‘ '{'r: (."おけゐ又倒。〉主張千三~~!(l: (fU:時18'21";'3:3.8)。

却がiね・多日11::，頁
fJIJ掲・ !jd&l;:: t: ，_ 

")S 世本池判、v成 3今ニ b刀Il口 {判日与1'/118号30日)，
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判例研究

~~-{，~)=j寸る活科において、古 E本抱裁は、 Ifl n138/~， ~t( 07) 新t去立11:_.;壬到のI:f';{;こは、

令思1高が、 l出会決員や厚生宵に士十、 eiur.'長話再を提出したり刻泊二C;Z_!ムを求め

るほ主活を汗うなとり活動をE主んに行っとお J隙結を去けた同会式誌の'11: は、

i' t%i宇も早二1 に法改」に努力しな l7 れはならない，~か、「このよろな予防法

があること;;:rれとし工品、かしい-~こ述J\た芯語、いたほどであり、同会日正員こ

しても、このころにおi，:t:，:の月電所説:どの叫(i?::rIJ阿づることは十分"可治T-あっ

!:T丹干1~j-9一 /Ju この ι つに、 l肝i.C:Hi 't-の D::9'qで司会議以が新日、の適否?子

f~:I;すゐことが可能 C~ ったと指摘する強引J庄裁の判別;は、本判決に止る iU生

喫城戸村の I:rJ断とも類似"(¥、る己このようい埠併できる士らば、要件在を採用

したこじても、熊代ハンセユ吋訴訟第一斉TいたとI..JtJ'に、"日fT為に;Jずる[::，1

賠進口、判官7の迅引にj3い亡、 ;'r:;I.J，:号機論類似の判断が含まれるこ Lにな;;:J，) L 

たがコて、斗法交際誌に刈γる上述のtt'" 土、記円 '~L を採用した陽台につ， ，て

もこ与亡はまるかもに才Lないに

2 選挙権の保寓について

本j';);:廷は、、 l' 成 17J I 最大刊を~:屈し、 l 者法 l二おける i25 手権保障のよ取旨にか

んがみれば、 1'1]:(の定平格的1J 伎を制限するごとは隙則としし許さ丸三、 f]JIi 

U、|τ11，;1);--):主ノf、格を行使γるこ;ヵできな"'場へ、そのような剖混ネーするここ

なしには選挙の公正の確保に留詰:しつつ;量挙権のf伎を認めることがとド九;小

川tJEないしみしく列車l'('あると認めつれゐとさじない飢り、凶民の i~手1íi' (lllr

Hlを可花にするためのlリi要のふ慌を執る x王立紛がある"J 乙氾べる J

1'1幻7イIJ最大刊では、 11タト副長〈の選守主権の行使:ついて、 l現実どJI'可能に

する片手め:':~I !!Î-!t~ の t~ i-買を執るべき主坊っ j プl吉区ゴC~ "あるム ~r"i_>j る 本判伎は

l翌)I;.-!1tfj慌の制約lつl， .. c ， 景1壬における濯や権保附のU~~-:'こかんがみれば、

1'1 iごは U_èi~の岩手ほの七地ふ可能:，:'Jるために:;[1安の抽声を執るべき豆長

引めJ 1-)、「このことは、 F司J.(が精神的[京府に ζッて役:J;司干において選);今埼;や

~9 1'-1;11-1'174お号1ω101貝l

いしかL、要伴(了、におい V もす法契機山ιがエ J民 3れるとすれば、 ，'r戸、ィ、作為

についご/:flわれた場合、別件:1:1> --'~: i!J むを主主えて区別した A己主が 1，k'.~'-9 るこレ

(ニ仕るだろう

， '1司叫194()り4'J貞
口氏集59{~ 7 -i}209(i肉、〉

ー ~.Û、 S:， 6.:W;)'!88fì
J
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:'~I人判l7jf;:汗芯

i-iiモ合るてとがでえな、寸品作につuでも当てはまる J と芯へ、まナ、 l選守、権

が議会 ~:I民í: ì 義の在-，ii(î'人を Iえすものであること竿にかんがみ 梢神的i長、l叫によ

る J支出川主任首の選ノデ修行使(ついては、ノI'Í企~i;: ーおいて|分な後討がされる

べきもの，~、副会に枚"すを促す ぶ判決li 、半成 17年畏 )'~*:J を~'~' :1~ 43 1_、「治

法が保|涜寸る定苧権の意味vこっ主、伝統的非鮮である主主与入資活請求惇を沼え

'1、原則とし、芸学惟の君L2主的行伎の保険をも含u，ことが催，~;:!，さ札ごいる

この ζ うに考えれば、 i)、佐官 ~-[jJi 、泉補足立見止は異な '1 、日101げ:H~;卓志え

は百わ士いもりの、干芦怯的に、告示法0') 矧戸、ァ~.ら立法~守の 7S:_;を刈以する lU析を

下 L'; いると J__1 えるだろう U 本llJ iK; 土、 i1、土工意見?あっごち、イf~t~-土辺市ìI :1辻と

選挙地保障との司係え十分;二手'， i討す。ことなく ú~ i"t:i了為 1ごx，1する J寸EF注lむの議
誌に終始し工 11引日前作品 半iJc~: 呉な υl 、し主計催を行使 Fノム機会の伝怖もよ~U、

土深障されると述べ、その制点ァ;白ら"，7， :--r;投票 flj:~芝について出会。J止法ZLE をわl

約する叫情性な認めこいるん

しかし、注法迎合f判断仁ついずは、前述のよう i¥kこの判示は、自殺ドドJIな

芯U、判断ではなく、河見違U、半:J 断のJf~_'平 h おい亡示されと司!円であるーJ.;がっ

て、素法;'UtUrが IlfJ出法 的決法F判断ω脊段に押しやりれ(1.、る~という

1:: ただ、本1'11;た l土、平成17汗民大川と ~i-;てなり、 'e'H;'O)，1引苦言院な f汁吏Jこ

いつ ill語ふ!lJいていな v土 イ判決が 1季ヨ';;J たと LIわ;Yiる f!'JN:li'年長太平jの

み当f'l:pf U勺集[)9-~主 7 -j;;-2¥lU()fi> と本判決C)tU示千三較すればわかるよう t二

平成17宇品ん宇]では、 Eには選挙権のわ悼を CJ主主均bニ町詑(，:.:9;~) /:手応に所要

の指置を執るべき丘.fJ1がある j という支設を国 v 、ているっ本[Fi における ~jH者足

立見も 「誠実(こイ十日しうることを以降 lと主税lし{し 3る 二った犀方かもし

れないが、本ι~:tjl 恒見が l 坂~(Içj 仁可能」ごはなノ、単仁 可能J (，，-'-1るた

めの所習の情宜';y執るべき主務かあゐと友えているならば、本二Ji)(:手、平成17

平百三火事jが示したiさ挙権保E与をおめでし iる町立日併がある、
11 宵井キ帆 l 刊批 l 判 W1"t~ 〆クおお 3 口

η杭60戸枝 千11のこの間関 4口についとは、 '1'十r担:iJ: 1Hli: ι←7リE日号88
白存率;花

1(;布保のm拍亡して、野地J泰司「半;jj'七Jit$2315号90目。野坂は、ヰ半:]iたか「同
支の選挙権のも伎を出Jf;l-j-るこ>:.~，原則て (t されない炉して、改めて本判

決 fド目立弓i"最大内 引用十'11刊の与所をヲギ:1(;て}:i:'j、z古来制度ク)丈己めを j'-'会

Jfナグ〉広中1な帯、景に委ねるという之助はとッていない乙子、われる」と沿いJよる ι

-17前蝿畑尻9::1， 

二日誌58(1';. :l1:J) 22ミ5 ~'!()2J 



判例研究

t::と判L土免れないだ，ヘミ また、清相RI，;}~:I対:こよゐ投ロド:f.lf者と公定法 19長 2

JJ{ :"~ t}!Jこjる:(i'を♂Jjl; た判断につい亡は、 i主平稚内*~(I'~f-~;早を実現[ょう

」寸るならば、認定の州経さを判担〉すJ 、きではなし"c::i.，寸批判が向けられる十〈¥

3岨泉補足意買について

3寸 法廷意見との相違

反核判官ti、桁論こそ i)、佐官吐に持成す斗ものの、役票所におし "-:f'.t~在行

うここが恨めて æ殺な状棋にあ..:~，許:斗査官主にふl して、郵便なとによる不夜 ι

1K32を行うことヨ -g-Zi/;ない枝子T公職浅学i1、(まさ口、0)')'与士混と己注i以降の要求に

f支ずる状:'t~ にあると込べ1コリ泉市足旦見も、 ?iJ毛E 見!/) r村林中]町¥1:J、による?t

;::困難者向.l'ill予H1dl'伎の機会を確保 3ーる /ι めの幻J、仏世については 今後同会

に;'3¥ゐて 4分士松1;';7j{ ;:，，~れるべきも灯:iC ，という ;'J不ドは賛成する亡したがう

仁珂〆J、lFj に泣景山凶i を下 J--~.説日 ZZ 惇の局介、この I 十 5;';jと検討 j を要.，Rす

令千平 I支プJリ支~EJ~f 比よりも 51it，込と考乏られる一

3-2. lL法不作為に対する国際議法について

vヰにおし刀、来君主判て?は、 1.J~'してさ設公脱退学il が f主恋状態にあると述

べるもの【灯、基本的に(ょ法廷~:_:;~の判 JJf\-~ついて賛成 i.，-c;，'品。ところで、京

裁判'[j":土、平成17年最大半J(おける)メ対応札lおいて、次のよみぃ述べる、}

校諭として憲法によってl:r-:]:i告された長本的持利の行慣が"法位足によって防げ

られて L る場合に、，m，合言宗主;~よ J て間接的にすìLr'I:JT}の池恋ねな長 lムを[叶る

子ども、よれ迎切な湾内回復のための)i?':とがiむになL、;:t';{;に備えて残 νておノベ

さむある しか L 、半月比 l門年最 k判にいいご "'jl'{; れ/:~l'ili挙権のfJf宅rいう司思

iz、ZtiノJ人に壮三(，外l'i誌に共l砲の勺のであり、 国，\-):]牲が砕し hた的、イ\-y'~i--叶

えの治神IYJ古制は王手th'oli[.jることが'lgMLであ:1、金設時:"i1!.t(なじまない

去が刊の同誌;括償法は 科C的'f¥ム詰治安認めていない(})-eあωから 平成17

平長ノ、事U(r>'!qf:?では、 ~}lh 詰;J(i，こ問LてはE汚水を来U，'"るてきである J

4おす持(r;;なJJi法41J11;:を求める手↓交わ

綜認訴訟も長え I~) れる。

4り前相・小林lU貞ん

仁() 1'1; 111' 1946守44耳、

l2fi:< 

つJ-.Lては、平成J7年長人判のように、

ー ~.Û、 S:Ji.3l4)'!88~
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ド成174行足プてみ j にお、、て表明されたr;}tfiんす~見のす j誌を戸'1夜 lこすμ;工、本??

も選挙権について争われたてF烹であり、砧神的桜子守的洞別件もれ〈、金銭出¥'1'古

になじまない事業明あ勺う ο にか、 4行内最出民主凡では、そのよろなJH拾を

むわr、l¥rE忌見にせ成ヲ」るわこ1しをrのように珂ff?よるてきなのだろうかI

この/!'，].'こうu ては、.L:l.I'-ndうと複絞り理鮮がさえられる。

第 に、イイヤは↑ILの hii、 lこぶる決済:二訓~まない事案ごめったこ ν う]却 -frR も

ありサノム丈一九う。 -g双半IIロは、平成17午長大半1Iの反対忌、ノLにおいて、 l:1Im~ドJf~

it請求しよる "~Ijî立汚の j主が問かれている以り、設え寸市与え賠償を認す手ヲる .z

:吋仕iJ¥J硫認請求訴訟にふり仁出子守要がないとfB'i'l;j-Jるc 十一目立日中長大1'1]仁は、

の請求手取り汁ヂることがむきたが、本fつi士、予備的伴ふと、高求訴訟など似の々

J、工L救出に別決まない主主であった /ι め、本来は全長賠償に割15とまなし'-=iJ

長よJと

:fであるか、通ι市の ~):~t~i';障と同様に抗われなりれば士ノな t 、と考え℃いた iJ

能吟もあるつ

第 仁、本f:-rí<:;~$記向日皇から W(抗(されてドるという型肝も可能で￡る

判いは、平成17午最λ半1]: : Jコt.て、金銭H~f:~t均三結局税金に k って支払われゐに

め、 P-r¥f言バ象ωl!、範さ故に納Hi.訂の負利治、渦大となるおそオしが'1と、そのこと

にょっと君主戦叶の円出な判断にす;科会 I_jえるごとに対する危倶を点l町!てい

1.;; ')こころで、本件の法廷を見[よ、 Xの必ず〈ぞ葉却している 土って、 1I rx.17 
年長ノ、担Ij:，おいて京裁判 wが提示した料税守の負担 νLぺ忠良はそもそも生じ

ないことになる行であるならば、本-:"iは、 l見f政IIiJわれ二時する懸念から解放さ

れ l、、岩準法qj'-;¥るの不ヰ等法jJに対L果取にゴZI'}組む Jベミ下案じあ h、長

締ん主氾[よ、この"場刀ら、公選しとが述通あペむという補}L意見ル追IJII'"た、

J百いろるかも Lれな v ハこのι 場を駅北r'j-.jcば、 ilzI イイ1 にお v 、て u、 ~Lt:

聞がJ買手当PJI!::を 仁、ド賠J言法しこついても XO)請求を認めたJ品作、京裁判l育は

+，>;牛lょ金主主ctiH古に則東まないとj同日するむあλろl1"1主1'i年長太判と円徐;二、

に、平 fJx. 17-ét 民大判 h おけゐ県反対註地;之、ヲトプ'DC) 問題 ~:1n ノていると

いうご羽市'1もありう心だろう}ヰ成17午長太判:，::::13\-' て崇裁判'::古川i~-.'.;て G/::問題

l王、憲法詳青山こおけるli':家賠償清求内t警告に|むする判明ではあるが;¥あくま

で形式トは損害なとと安件の問砲とある J 損害的問題につ

~'!()4J 

口氏-7~ 日 9d-'lり2110同 J

口前j局木打(坊)32貝r

3
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判例研究

成F年長大判の法廷意見;こ対し、実年 J' とた照合を三ペペ;する二とが同離であ

ると拍子目する二ところが、よ判決[よ 迭は、汁i析のF寺n ご誌求裟];pといぺ市L論

が導きトi-'; されてし 1 るわめ、 ~R't t))問坦に焔み込まれ結晶をトしず 平成171f

素人刊にお(j-{)長以対当見はあくまでわ犬上;対日'芦の問題を提示して、、るが、

本何では法廷意見はi主法0)刊担0，呼よい汁古 L市がJ_~ まって~、るため、 m士 lごつい

'1 は判断しごいな~，"，たがっご、泉裁問 IÇ::0'11、廷~>R.に資 1& しとも矛活はな

!、ィι/
ノノ 0 

3-3 選挙の公正確保と在宅投票制度の関係について

長J0と1'1)'}:1によれば、 Xのように歩行ー外出予恒めて;刊号4 なラヤ t;:~._z:ょ )!~--f;'~.亡

者立了して、 fえでTI所べJ小企者役立1管J1'者の有座字。投票~~j~);詰所にお;-: {) 投票

しか認めなv、と Fると、事実上そのj翠挙権(1)わ伎を'，IIj，IJd'るに??Lしh 現行公

恥出~(..i、49 ，1ミ 2 長 i土、子の i高山立す援を身体|精子写字iー でuz向者又は要介議 i~ ク')1:' 

(/) -く 却のものr限定しており、将主主基本J主2条所<EV;年世;者(身イZ三ル干す¥

知的院出又は精神防岩がある f予約、継続均 l 日民 λl~ ~丹又 !i 引会斗 yf に +0"j右市:)

|型を去ける?n正は fÌ" ~irr; f~防法 7 条 3 )頁 i苛定 J;)~ 介_，/J;t;-でめって、悲 f-'i .れ I'_L¥

カ tiVめてほ j 割!なものー伐を、~;便等による不記者投阜の述)[)対象とは J どいな

い止め、 j'<ての遣う、九!ことって特別な負ドなく選:eJ乞権ヰ行使寸ることができ

る選挙中;Jj~ を椛~)しするとい 7μ

ている{

長補凡立見(i)特役は、進学内公3を確保する子段が存在寸る¥j卜は、公院選

'ì-;;;}~/!9-*、之]出 i土~~きであると五月比しといる点にある。こり刊示は、 B{i 千じ 26イ I ，}'

生tP三学のポ上じが丹rY起きるこムに対するむ::f-l.を友町]し、公取j窪寺きし;>19-;1ミ。

1ftは濯イイ〉小 I1を防 l するという介即叫を右し-(~- ，るため、本件す京小作為は、

[1会の!:t:I':i:、夜吾グ)範悶;二収まるといみ Y測の一員したL:~j~ を fìíTこ j る当月末を官

T品。

日民集月日告 7号21(即日11()_f;':(' 

川なお、後述のように、良故判官は、三十j査百時代:.:I!F，fじりが1一段 判。〕仁川査官

f刊誌を執筆してい心〕そこでは、料論円に~-Ìi:'*7工品見<1)0ム場を止~;--結詩作 Ij 

亡いるか、半忙ク)七十九がてヤ鋭的f員に~"[染むかどうか、地乙i) 山茸ノJ 法に」る可能

性があるのかという問穏をぬ討!て，'なし~三行).t.¥(""':っして l士、半!JltL年最J¥

1'1)との整合引がミ出足立 ζなるだろう

12市 J ー ~.Û、 S:， 6.3l2)2882
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:Ijは'12G{行に '1 じた段々 07) 定予小!とノ[~~'f::'f主~.'，'!c)ltJ係に〆コし iては、 I'!'引GO干長

判の高 lみ判ン)~らみが司しく;'，'27仁しい a る それによ h~工、配布 2i年duLl古じ〕公

恥選ヴノもd-;19条の、引(手、選ヶ人lよ、 1史料、"1i場、妊娠、ィ、兵新しくは産-:J'j<にあ

るためが Jが:色 Lく医止である場主には在t投票をLうこ炉がTr誌であ(九

その吉l明として、医師、 l有が医防、 s}jITr鰐の説明書を提山寸ることを要求して

いた{地行令日条 2羽)，かL、l制高U):iE明支舟 ~~f? Ijた場合lこっ主、選*

7Y、祝卜罰則がなく、 7巾j書の宏易な発行会防 Fこ止ができなかっt"/"め、本来

草色投票をな L -i.éJ.な ν 込者}三よる投票制紙 ~'1(/)人手、ノト人ず?しくは他人 fこよるそ

の4守治というィ、"が~>íú した「山 ~代、 Jti去の秘密r&.fW~の区駅、代理記載の玄

忠の伴芯など、 1えそな選挙ジ〕不 Jt-，が)8ヰた郎荷山、年絞地ノJ選法;止、イJfi

審判l次5も高裁判はつも，!f.:o認し工ように、ィ、FにイL宅づ文京資，!再を取得 4ト23二ζ

がす平D;ウあった)とに起凶 Fるー結局、終戦古後に:;!117立されたた戦区挙法が定

めた仙台校宗制 l長 i 土、 l[n/~~j2，(年に暁けされ、し王〉たこ

本企H:"" おいて、そり迎刑事u叶プ!j~j'ベーすぎると X慌が批判した公職選挙i王将条 2

J立は、ぶ↑ l示Lんぷう:、昭和26'T(よ3:)る述$不正 ζv、う径砕を同まえて

成)'-，している一本1l-...-;t判決、片寂判決が~y，たしているように、 E0fl;19" ，':二 Pす

げ jiCえられた公lAl宅学J、49条2品[正 中に投票)jl(，二Lし'とが到射止(;'をその

以ι斉J象と jるのではなく、 HUヰli2(/i'.'起きた選ノ?不1トに対 する反告から、有:

在五均l投票i!!I-~ 引くことができないとイ宇k*1J立てできる守1_sJlっ f 在宅投票を

RfJめた

泉裁判て了は、 lイ1<[;1'，干与ftついては、投票川tおして投票をjJう干こが苛

めて|ホ|張な :IK!L~[.-.~-あるか ~ìかの5A疋がr珠~ V \~: '"ぅ~%也はある，~1 とY測の一五

?にを認めながんも、 r 目の~_;Z，'， i!. ~土、包 ~I]iJj ~ヲ;附吉、前育手帳、鈴神除手写 1ヲ?果

f産担"キl 寸帳守~c) 併!iiによ川 L で支ないわけではなく、 |口己的Eit<;;ント需中ではな

いという程伎の v とで:正、前五!の選半の三ご1ょ H幸y果lj-，j---_Jj選挙慢のわ伎を芯め

ることが亭主 ぷ叫把なし、L去し<11'1主任であるよ認め t)i~~! 事 flニi がある J はylJ

{民集約巻 7ラ1日90_f;':()， 日村校必γ!J IT:i;HI;):i~;， n~4 叶

川上J茶、3~)主主 7 号ム 623"lG2，r~

57 *~ Ij'J'10:; I号(il頁

同大阪"i'iUド成16;1' 9 )j 161 (判例業未公載)"なお、当該笥j:yi~，二、判決 11 本

:i9民υ

仁91'1; 111" 1946守44耳、

~'!()61 l
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!弐t、つ々とができなし勺と反品ーするい

?なわち 長椅E恒見に.1"3~'l-C (よ J{jHI~'li:王公職選挙?:t;':!.'!.llのJl)，c人となった

ドiJ8r~j円高l好U:: 、認定のための つの道具に過さず、池(i))J;:}--、(療育f了校や精神

54高官保健福祉手院の併問) (よ(ても忍去がT吋空である 民JPL芋:，'J (J ，t、広 ~:U

(l)設断書だけにこだわる必要はと ν、と年え 1いる〕したっしJ て、京補足意見も、

γ 如プ')i'(;よ供-，1 匂ような ~(j{:12G正統 松JJi退学における不:ーの;守?と向 11につLミ

て、 l百jj':jに戸走者払っている元理呼できるじつまり、設戎干IJ とコは、結荷U'~ i日J:~

による投票図書長rr-に対〕て在'{;投票を認めf場合、日目和2んでに生とi:i翠苧の京

iTが-flrノえする能性があ 1I、 長与し j公 IJーが害される;0-すれがあると v うflt洪ま

では共有!つつも、選-~J:;V) ノミ 1トチ Mfíえする可誌な治安 ~:~/J、し、ぺとのような誌や

おじといない現行公職選 l~ì; とについごj主芯+，;'"，[を下 L 亡し乙

泉裁判官冒の選挙権理解

{肋論、このよろな長補l止立見0)背討には、彼jj、LIの選挙格理解がイT:r干する p

i玉川のよう l、良子:&:ミドi'Crc;、選挙権;関連詐るf也の事例において、 i主挙柱を手
11J\ 深|持寸るみ坊を繰り返し表聞していゐー例えば、手手議院議員 i潔ゃい;予~il\)

の務上î:':L数配分の j;ZE十字につい〔争わ才1 た殻大判、f 成 1(;年 1 月 14 日向 lでは、 I~'l

1: にドされどノ~~，~小さう、法がさ2議院〔比例代表選出j 議員選予にぺき採}刊してい

る JpJ1C東名活式比例代;l<WIJの合;-t?'ij いっし、 ~(-qしおれれ

併をIriJじくしつつも、該員7己主丸岡己うよ規疋が者l::E:l-，j条 1漬ωγ等Il:it見H反し、;主
uw~ 

一戸勺 」
. ，三、

3悶4

窓と判断?でいる、イ!外ノ!l;ノ九円三吉平健保障に-"-)" ，¥-争われた平成17年枝A:*:Jで

(ニ、すl 口 8!~ jr~ "!;-:~'百 f質的決理{ついては疋よJ しつつも、二塁 3、権♂〉行情的除去の Il~

i果にルベは多数寸、見に持成じ、「回天が、 JLii)、('f-果じ与さiL /:~土t<f為的糧不'J'" あ

る j査本停の行使 lこ itSL 、 I1 当な千年由なぐ差別自:状扱1 、を~-':-tてし hる持什 lこは、

え i 刊な政治逃砲の ι 常なi包，~;~栓t~-，J るためにIi'1市 i':~1史訟を果たすべき J主判

所Jしては、「司i人;~::対ーできるド~ ;' J)_~くたF 同仮の P止のi全;;1:渇き そのfx:
U'''rを図らなければならな、Fj rL 込へといる〉また、長人判平成1~~-q:: 6月l:l円山

ー ~.Û、 S:，C; .3l(;)28S0 

日民訴さM巻 1号日頁

七抗告~S8老， 1号ょ B
山氏3三:乃さ7り江川 210日間 J

門主)(111"1437守3耳、

12行，
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でほ、平成17年日 11;;日持1ずの売ぷ陀ぷ員総j君子における::72ぷ::jijJ、足イー|えのぷ

民)Tごを士の不.t~J慨が選手権の I 手ふf正法する亘弘之14条 1 主に以し、寸主志であるこ

述べt'，それJ:lYい F も この ~fiJl'丸において、 京よ主主'i'[;:ょ、 ノニI職選〉チンムが小選ゥ二

区選挙の候補者の λ ち、候術r'~ Il '1政党に所属守る 7ヲ\ これに，11屡しな l、すず

との!日じ l共:?丈選手~~到!の差別 l立、選?人が七、袖 ιωJfcf性、政権等に WIする

十古有~ ~:.均等に待て、 i量五主権や玉虫切に?丁td する Lことや妨げる !lt乃とあるか~、民

十ード五的な向 I」手{tif、の t丈珂 ~t''.kえ;;:)JJ売の百点の保1:71にI之し、 "t(1)、によ墓)メずる

と刊示したじ

以上かう土中解cl:~るように、泉裁判官は氏ふ政(})迫ヂの r~f~:~ が口辺、 (.T:役割 7二

と巧えてし川~;:/'ょ この ¥'r坊や最も息子r.'Rに表叫 1〆たのは、最ん判、ド成1(;年 1j] 14 

口市におけ，{)l亘iJlIl人:tJ"."r.Hはである この;~万 11 反対意見の'1'で、長投半IJíむ;土、「民

主主義のシステムが正常(こ捻能 Lτいるかど与か、j;i;Jl\Oの ðJ~~ を止吃に議会に

パI1ける:れれの，]，に障害物がないかど)かを審令し シス『ムの，]，の陪書物を民

i) :;~く Lことは、，， 1;きり{史認である的」こ戸崎ヲ之J ピ

泉致事I1'Q;止、↓'!-Iーの上うな見解(..:..\~'-却し、平成 l品午最 λ引lや平成 19fコ最λ事j

において苧おれた投宍何悼の保障のW'J明{(1!;.-t.lFZ的渦存じi)q Iで涜千人山烹Fか

11当l二1メ映さオiない、と}、 ド成L年最ノ¥刊におい亡争われたt(i政の過おか

らの排除の問也(打外邦へは以土政0)退院に怠}jl:していない、あるい(よ 部し

か参加ILていもしそれそれiついて、迄況判断を?していゐと考えられ-0，

また、中皮 16'1 最大判U() と]0] 1: の 'n;~とやbて.'1士、うと級友予法が参議院 1比例代表

巡出/】議J~ :i~ijさにつ王将m 1， '(1 る非拘束名FF日:J!例代式市Illよ、♂Ifミの戸を議

fT:屑けるド当に構築されたン λテムであるから令憲判断に回っ，).与えられ
y 
λJ、1

2ド;'1の原fJTXのよ λに、公悦漂う之法19条2Jf{ (?) J苛;干H了象から外れた結果投与，

!1'I-:二 1Iえことが事22ヒ不可能な投票[ifl統計!土、てもそも民 i政の過佐にきされす

C I この~，にっさ、長徳治 lμJ j，'_~とはな/"'/':"ろお近守えん子:法科 r.:~斗ι論集白l

干:1号7::虫、
む民訴さ;)0巻 1号:='l;頁

州民主58巻 1号弓りi.-Rハ

(i;- t( -7~:18 fr 1り山員

日民集58{~ 1 -i) ョ

二日誌S8(円以)D)2279 ~ '!()只1
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る:とから牛実[排除されtいるとイす苛づける二とかできとかLコ二て、京裁Fl

:; iよ、 nJYJ、が在柘{;(Jに介人すベミ日間ごあた、限軒?な椅i作が及，'"鳩耳であるこ

判断した〉枠制でき

4 本判決の射程一特に立法契機論について

公職星学技49:長2ヰ{'C"(土、選主人に身Hに市在の障害があるJそについマ主Jーと

段王子認めていω乙公取涯学iJ、4~J条ソ]司から漏れ f 結果、 JKZが2 完 1" 11'1維な

白としては、従えば、柏相1

'

的涼凶による投票田悲Jj(本f': 、寝たきり ι人な
どを挙げる、とができる 本初渋J土、精神的旬開にふる技芸[ll難者に関する下j

h:だが、それ~)、外の長にぺいて、ノr 校五百f が蛇起込れた域今、との ζ) なγ1 湘i

が7されるのであろっか

法廷芯兄;止、 ð~主規疋{/j合法''1': にう l，-\"(官民的には言及して lλ 心:い J七め、不

明である。しかじ、今後問料の12Jιが哉:で争われた均〆打、裁μ1，可l立、すu、契
十校誌をもう fえ王張すペヲことがどーな:..'と考えられゐ それしよ、 l桁ヤ1'内町;1レ4

1 よる投票困難者乃返さ住性f 辿の機会を確保 Fるための \~rûjj品監 i つ可、ては、

今後凶会において i分な検引しがされ&べき 70j とし I う f-I_ーボから読み'I~ることが

できる~ ，-(?;判ノJくおうJ-.:ょ I副会に tJ~1 J 公 l:~~ 在学J、の問混白内政吉J を iks J 亡しミる

f.fi所である 精神的[京阪!こよる1st:;吉川正弘主に汁ヲる υ件、措泣にぺいて、|出会は

|分な校訂をわうことを事前さ Zして五 )'-1 、そ 1 しと同町一 l 、公職選挙)J、のノ見~か

回忠良判肖は、 ~1~ イ午H い:ィt に出干:16;_;年景 、:':Jの解説をサ句ささしといる，-， +j1窓j台。

品e'l解説叶;2~~:i;裁判所内有]解説兵士i 掠 11午!fl(60 'T (支;'，~ (;J、首会・ 1989午)366只、

県警{治岨判れ(ジム iノWi:i~j- f-ì( )ft) そごごl士、)6i:[-;13条、1:"1条 1;土・:-p日、 14

条l及、川長、 :7f記、 9J;}(i)各条丈に基--:-;~ 

会あノルムし、う上1;;μ 、そオしに対するJぇ論を蛙l平L、在宅投票引J(誌を設けなけ
れば煮1去に浅反するとは1--:い切れ才、青定314 併定P~U，;l.. )j が成-;する会跳があ

ると何意しつつも、袷訟とし日立、棄却の結目指を立すすLている J 他方、本件で

は、長みたtlj'l:fI土、 14条1J:円、 1"条I羽ー日攻、 4:，条 1;去、 44条イヨ当主会ヲ:)-↓1

Lながら 選 "Jζ悔の行伎をJ:l~支に似 :í平ホることが t訂正のとE汗にかなうと述べ、

預干fY0\;~'ft J-. (;i~鳴をなえている これが、長諒治州人(J)見!刊の没還をヲ味す

るのか、それとも剖蛍育と， ，う1龍三奇から解放さ1したj古来むのかは4)jムかでは士

() 1'1; 111" 1946守44耳、

12的 J ー ~.Û、 3:， 6.3(18)2818
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ら;括れた桔呆ノ[主役""をlずつ二とができない者に対するぷμ白も日'うことが矧[キ

呆柿 Jl'~ 回見。)~~t'.;τ も、:;:j会に ~1'.1:1、契機を促マ F 民な定 lりとなるだろぺ l

事実、平l点18"I'llH29:]:一開催された政許倫理のWw{i及び公職選手法改IEにl斗

主れる

子る特りJIJ委民会では、 イメ宇リザ去を引き合し刊こ!:I，なが竹、公杭l主挙法i日長ツ j司:7)

対象外れ釘にけする指定に却して肉眼か.tlt起されているーここでは、常持的原

liJ:こぶる投票凶器!.;~'の(ミカ l二、五たさ 1) 主人などに"-)いごち併せと、 I:\I害 1~' 1})

直訴はの問題がI哀れ「げられてし F471〕

以上しおみれば、不判J吋によって国会は公判混挙法49条ワ Jftの述/片対象から

れれた者について平主計づることが町;1与千三才 .cν るとし、うべえであるから、守絞

HI'中ク〉ド作訟{高たさり」主人志とノが=K芯三オた鴻令、，1，¥/_;契況がなかうたとは

ーピ慌できないレ考えられ{)()

5 まとめ一本判決の意義と今後の課題一

本判決(土 、nιlíi，二技大吋が~}~'-)た JC対C')t刊tド阿附:;; (.;i ン汁?

の射小秤干をf探Eえ広主 で、 i斗主要な{¥'、"邑の問題、選挙栓を-fj-.N::'Jる機会の保主主の司7豆j

て:5'i，-;-を門って'.'る

滑 に、本判決l土、ヰ成1;年最大判におし¥~::__';J、えれたいi姑;ì:ff:{，l要件(訟を踏襲

L 、桁布11 日リ芯1I吋"る校長 iト|院長のf母子三 lよ災 ~:p，r:，一行くことの +1"ら I'Cの判定刀

#しいこ〉、ポ日Uドヨ:Tで立yl、認題と Lf 取vJ!げられる契機がなかJ 七こい
を辺CJi 、凶~:r'!r注iさを cflめなかったこ ti::{j-If) 1木j班げ1.1)内定的tl'.-J8Jにつv てL士、

巡挙権uγ人質的保障と:.，'，'! :.主義え没却するとい}批判がiムJJYムれるだろっ

刀し、 f主語のけ法契機誌についとは、 4稿検戸ずしたぷつに、現行的tllWず理論

を百';}'~;之〆すふ限:']、千泌 17年最 k判を合む鉱f;lの{也の判IJ;土ル比較しでも、本件

7 士主泊除lfの確立及む公職選常Jノ， ~t王 l 閉する符別委f:! ;~会議52 菜，) IJ 平成

18ノ:1 lj:eD 11 誌 11t[ なお、会衣料はとd 公公式品、椅手~ :-ステム

(hLLYi / ko~:bi.nd l. go_j ，)/ì か工.y-"今ン n~ た叫目立であるニまた、すu、契機の

llt定北素については 防村圭15l、 r~ i'.t行為の述走市:íi:， '1、111 防村{編i IF論

点探究 J苦{去 1Gl、王室 2005イr) 山lR。綿村以、町古，~:1処埋、イナ仔ìJ~~~c)履氏、

rj，史的'z;:.訪れ動、官議会での指摘なYが回延l上るノ子、法 {J為的成立をキ右宇る

11まとの位置を占め ると計局する (Hリ封・防F33CB仁、こク)兄桝(ニヨf::'え

iJ_. 、 λ 中戸言lJL たかっ:;'"~惜別委民会における審ヲ守そも、立tよろ1ぬを誌だするた

めの 九:宗となる戸ろ〉
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において、す法契機が存在しなかったとが断寸之，107)も、あと科度はやむを得な

かっとこいう判析が百I"+毛}二めッよと r，1I，;/) i ~る 1 また、火件では、 ù.i去支持がR~

系列の附認と Lて処理された結張、意見菩等を事rj ~ I ( 従問す。こと lF¥ '/ iJ~ ')::撲

を「Fたすべ》ためには;分なの治力g~')か~: :.~:えよし斗'いう同 J宝が民 '-j t:ままであ

る〕史レ二、ど07)ff_疫の1>会の審口元がめればす 1王努??誌を三主主;寸ることがで3たの

刀も不明である口、f yiーの *.I"J械としごJ乃 lLl，:)プ，)，'有ーする出記義J援のほ r~乙について、

裁判所が炉のよ二i な見解令抱いといゐのか，>巾jらがi:'，;，ム二〉がノ〉彼の ;Jl~~:垣で

ある口

市::~二、本判決でほ、涯学慌に対する \.I.'{J、裁量をあるヂ量制約する 11) t:;~をア

している (かし、既に述べたょっに、 j白 1i{(tj な出法判断~，ll し 1 ，古;Fr; it 刑)1'::の背

後唱ずしてしまりといる)止接U':P会 !r~lJ_、刊断を )j<:t/) ，j::うこ jーるならば、平成17

午最ノf...llJのように、ム;{[~:i~ I;，G訟を利用よる)とも考えられ令，2

第三に、泉持見立見 C'~立、 nn fU:':ô!t にとごにたような空宇不"ーのよヰ*~を|坊 11 す

令ため仁(立|玉l会のυ沃1，r<量を広く，Aめるべえである ζいう Y切の主摂仁刈し、

土J 司様の þ~解介 L て、日IゴQ . ~HL'lt. ~}頁 ま式、 現代主iq;p:，~介 L てのj卓志伺日吉

が+{~える巴z q;Lーの、をおJ百ずる R.f:与と〕て、材L~で l円-!;:U r'嵩決公円話巴(信 111 祉・

2001〆す IlG~-1GGn 初出 叫了τ1云宇奈1I誌Hぷ4号72;';門人物{h--L-H二よれば、実
f*規範と放~q規範が JJ-!iW: 主れといるス主主 1"1肋訴訟 i よ、， I t'後に市:JJ.~:ö竿 lカな宇1

1克命令4'1"ちえ J ず、 l 童遺言渋であることが刊;ノ;，'J1;frt中に述べられ、キ士で主主

~'jーかの;'f;~， ~副将詰〆ムが託、むされても、それえよ:jではj克止告:):えのχihをし、円的に湖
詮しうるにす Yず、制度改革を tll_1~ しうるものではま勺たくな l--' .JC'辺、打 ì-.:.I:~

L r.考えるなっば、 Xをぬf7'i-，jる つの子il、:王、 Xのふ λな精神均J中内による

投票目当地"7í 仁も、士対 J 公職i岩盤 !':t-♂ん l泡めら Tζいる在宅投票制 I~. の和i1tl を 14Jめ

るこ ιレである lそめはか;ーも、注目投日l告111立をiJlJ~;定ずるこ k もさえりれるん

しかし、十、件;おいてXが国家目立れiJ、:ぶる訴えを提起Lている以|は、結局

のところ、 i尽に選者選法と判断されたとしても、 i殺訂かりは謝料 Jによって

;-:j1jJ九iするしかない xを，0接じ救済L 主らに"合設 J1比な制l支l立I711Lも担保
しようこす乏ならば、 l 次同のさ芋におい三選手枠会[了~~t:す。枠五 J .J (布.y-g.叩

J尤9民l、もしくは、 u:主役/h市:)'又を手:Imずる地いにあるこ亡の伴認三l.'.~)主

張を ~;r:起すゐこ Y になるだん 7

来事柄の執沖に際仁、本件を担当!た浅jlj弁護士刀、りま公開の資料ψJ只主主したベ

*キイミ稿[ムょに対i' ~による制i究助成の成Fとの 市;とある

ー ~.Û、 S:， 6.3(1 P; )28i行
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選挙の公ifを時保する rf)が存在するHIは、精神的原閃による投日':1小|難者に

刻する立法措闘を怠っている公職選挙法は定法の平等な保障の安求にlえすると

明つした。泉補足意見は、阿封。〉選挙権行使について制限をすることなしには

選挙の公止の確保に留邑:しつつ選挙権のれ他を認めることが事実上不可能ない

し告しく川勝であると認められる場作でない限り、その選挙権行使に対する市[J

|担が認められないと判断した平成17年最よ判を継承し、在宅投票の範囲を拡人

したとしても選学の i~Ifを時保できる官官があると指摘ナる。

国側が本fJ、 ALS患省選挙権訴訟、ひいては昭和60年最ー刊におLミても一

貫して十長し亡きた選挙ィ、ifの再発とし寸危棋は、昭和26年の時代状況とは大

きく異なる現代において、果たして止法府の裁量を広範に認める根拠として坦

切なのか疑問がある。本件における泉袖足意見は、 Y側が抱き続ける '11円相26

年の亡霊」を是止する見解として、評価すべきであろうっ

北法58(行以):J)2875 [272] 


